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生産技術科

制御技術科

電子技術科

産業デザイン科

情報技術科
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自分の手で
　　本物を創ろう！
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カリキュラム概要

企業人として必要な教
科を学ぶ。
（選択教科）

1年

1Q 3Q2Q 4Q 1Q 3Q2Q 4Q

2年

社会人
基礎力
一般教育

学習過程
（ものづくり）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

運動の継続により、健康維持を図るとと
もに体力増強を目指す。

マナー･常識の理解･実践、チーム力の理
解、自己表現や文章表現力の向上、職業
意識の向上を目指す。

職業人としての基礎を完
成させ、自ら行動出来る
技術者の育成を行う。

英語力の向上を目指す。

学習の準備　 仕上げ（製作・研究）要素技術の修得 技術の連結

専門科目

機械設計基礎技術
機械設計に必要な強度計算や機械要素の種類と用
途の学習及び材料実験をとおして工業用材料に関
する知識や報告書の作成方法等を習得する。
また、機械製図に関する規則を学習して機械図面
の読み方・書き方を理解して、ＣＡＤを用いて２
次元図面を製作することができる。

機械加工基礎技術
機械加工に関する加工条件等の切削
理論、切削工具及び被削材等の材料
特性を理解する。また、各種汎用工
作機械の操作法を習得しながら機械
部品の製作に関する基本的な各種加
工方法を身に付ける。
同時に加工作業に必要な計測・測定
法を理解して、測定に関する知識を
身に付けると共に測定機器の取り扱
いや調整を含めた測定作業全般を習
得する。

情報基礎技術
コンピュータをツール
として扱うために社会
人に求められるアプリ
ケーションの操作方法
とコンピュータの基礎
知識を習得する。
　　　　　　　　　　
　　

機械制御基礎技術
シーケンス制御に関す
る知識を学び、リレー
等の制御機器の取扱い
や配線作業を行い制御
回路の基礎技術を身に
つける。　　　　　　
　　　　　　

３次元モデリング技術
デジタルエンジニアリ
ングの中核をなす３次
元モデリングを活用し
た設計手法を学習して
機械設計技術の理解を
深める。

シミュレーション技術
ＣＡＥによる解析技術
やＣＡＭを用いた加工
工程の最適化を行い開
発設計から製造までの
プロセスをＰＣ上でシ
ミュレートする知識・
技術の強化を図る。

塑性加工技術
板金加工や溶接作業に
関する技術を習得して
幅広い加工技術を身に
つける。

自動制御・機械保全技術
各種センサやアクチュ
エータをＰＬＣによる
自動制御を行い、機器
調整技術やトラブル
シューティング能力を
向上させる。

総合設計・製作技術
生産技術に関する機
械設計・製作・調整・
評価までの一連の流
れを理解した上で、
各作業工程において
合理的なものづくり
を行なう。自ら問題
点を発見することや
これを解決する能力
を身につけることで
各専門分野のさらな
る理解を深める。
また、グループ活動
を通じて、自己表現
やコミュニケーショ
ン能力を向上させて
ヒューマンスキルを
高める。その他にも
自ら工程計画を立案
して、スケジュール
管理することでプロ
ジェクトマネジメン
トする能力を高める
ことを目標とする。

自動搬送機製作 卒業制作・研究メカニカルハンド製作

数値制御加工技術
ＮＣ工作機械の取扱いやプログラ
ミング技術の習得及び加工技術を
学ぶ。
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カリキュラム概要

企業人として必要な教
科を学ぶ。
（選択教科）

1年

1Q 3Q2Q 4Q 1Q 3Q2Q 4Q

2年

社会人
基礎力
一般教育

学習過程
（ものづくり）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

運動の継続により、健康維持を図るとと
もに体力増強を目指す。

マナー･常識の理解･実践、チーム力の理
解、自己表現や文章表現力の向上、職業
意識の向上を目指す。

職業人としての基礎を完
成させ、自ら行動出来る
技術者の育成を行う。

英語力の向上を目指す。

学習の準備　 仕上げ（製作・研究）要素技術の修得 技術の連結

専門科目

機械基礎技術
金属の持つ性質の理
解、汎用工作機械によ
る加工技術、設計図面
の読み方、書き方、力
学の基礎を学習するこ
とにより、機械分野の
基本スキルを習得す
る。

機械応用技術
力学、機構学、CAD,
解析技術の学習により
機械設計に関する知識
の強化をはかる。また、
数値制御、シミュレー
ションなど産業界を意
識した実学融合の学習
をおこなう。

制御基礎技術
外界の状況を把握する
各種センサや動力源と
なるアクチュエータに
ついて、その種類や原
理、使い方を学習する。
フィードバックを始め
とする制御方式につい
て理論を交えながら基
礎的な学習をおこな
う。

自動化技術
各種センサやアクチュ
エータを組み合わせ、
生産現場における自動
化技術に関する知識と
技術を学ぶ。配線技術、
シーケンス制御技術を
身につけ、空気圧制御
機器を用いた自動化装
置の製作ができる。

電気・電子技術
電気理論を通じて直流・交流の知識と安全作業を
習得し、半導体の学習を通してアナログ電子回路
の理論と測定機器の使い方を習得する。デジタル
回路の回路基本パターンから回路設計の基礎を習
得する。　　　

情報技術
コンピュータを道具として扱うため
に社会人に求められるアプリケー
ションの操作方法及びプログラミン
グの基礎を習得する。
　　　　　　　　　　　　

FA技術
自動化技術を生産活動
に応用する力を身に付
け、システムとして提
案できる技術者として
成長するために、適切
な制御装置、センサ、
アクチュエータを選定
できると同時に制御手
法についても吟味・検
証できる力を養う。　
産業ロボット、シミュ
レーション、FA ネッ
トワークなどのシステ
ム全体の構築や保守技
術に加え、工程管理や
品質管理ができる技術
者を育成する。

組込み技術
マイコンを使用した制御機器を製作
する知識を養う。マイコンの内部的
な仕組みやプログラミング技術、周
辺機器を接続するためのインター
フェースについて、製作を行う。

総合設計・制作技術
設計技術者としての
基礎能力を習得する。
仕様の調査から、設
計、製作、検査まで
の一連の流れを理解
できる。
グループの一員とし
て、自分の位置づけ
や役割を理解した行
動ができ、コミュニ
ケーション能力を養
う。

１軸テーブルの製作 卒業制作・研究ピンポン玉ロボ製作 相撲ロボットの製作
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ものを動かす
　　頭脳を作ろう！
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カリキュラム概要

企業人として必要な教
科を学ぶ。
（選択教科）

1年

1Q 3Q2Q 4Q 1Q 3Q2Q 4Q

2年

社会人
基礎力
一般教育

学習過程
（ものづくり）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

運動の継続により、健康維持を図るとと
もに体力増強を目指す。

マナー･常識の理解･実践、チーム力の理
解、自己表現や文章表現力の向上、職業
意識の向上を目指す。

職業人としての基礎を完
成させ、自ら行動出来る
技術者の育成を行う。

英語力の向上を目指す。

学習の準備　 仕上げ（製作・研究）要素技術の修得 技術の連結

専門科目

電気・電子基礎技術
電気回路、電磁気、電子回路製図等の基礎的な知
識を身に付けるとともに、基礎的な実験･実習を
通して測定器の取り扱い方等を身に付ける。また、
半導体の基礎、ダイオード、トランジスタ、セン
サ等の電子部品の知識を身に付ける。

電子工学基礎技術
各種電子デバイスの特性を理解し、基本的なアナ
ログ回路についての理解を深める。
トランジスタやオペアンプを使用した増幅回路等
の設計・製作・調整方法を身に付ける。

デジタル電子回路技術
各種ロジック IC を理解するとともに、デジタル電子デバイスの特性を理解
し、シミュレータを活用したHDL回路設計法を身に付ける。

電気機器制御技術
電気制御回路を製作し、リレー及び PLC を使用
したシーケンス制御技術を身に付ける。

電子機器組立技術
電子機器の組立に必要な、回路のはんだ付け、配線方法、調整方法を身に付ける。

情報リテラシー
職業生活で必要な情報技
術の基本を身に付ける。
また、プログラミングの
基本を身に付ける。

組込機器
プログラミング技術
マイクロコンピュータ
により装置を制御する
方法及び、センサ、モー
タ、インターフェース
回路等その周辺技術を
身に付ける。

情報通信技術
有線通信、無線通信、
インターネットなど
データ通信の知識及び
技術を身に付ける。

アナログ電子回路技術
各種アナログ系の電子
デバイスの特性を理解
し、実験やシミュレー
ションを通し、アナロ
グ回路の応用回路につ
いて理解し、回路の設
計方法を身に付ける。

コンピュータ制御技術
マイクロコンピュータ搭
載機器により、各種セン
サからの信号処理や、ア
クチュエータ等の装置を
使用し、意図した動作を
プログラミングする技術
を身に付ける。

総合設計・制作技術
設計技術者としての
基礎能力を習得する。
調査および企画作成
か ら、設 計、製 作、
検査までの一連の流
れを理解できる。グ
ループの一員として、
自分の位置づけや役
割を理解した行動が
でき、コミュニケー
ション能力を養う。

キッチンタイマ回路の
製作・プログラム 卒業制作・研究省エネコントローラの製作
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カリキュラム概要

企業人として必要な教
科を学ぶ。
（選択教科）

1年

1Q 3Q2Q 4Q 1Q 3Q2Q 4Q

2年

社会人
基礎力
一般教育

学習過程
（ものづくり）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

運動の継続により、健康維持を図るとと
もに体力増強を目指す。

マナー･常識の理解･実践、チーム力の理
解、自己表現や文章表現力の向上、職業
意識の向上を目指す。

職業人としての基礎を完
成させ、自ら行動出来る
技術者の育成を行う。

英語力の向上を目指す。

学習の準備　 仕上げ（製作・研究）要素技術の修得 技術の連結

専門科目

選択

設計計画技術
製品の意匠設計および製品設計に必要な知識の習得、および、アイデアを具
体化するために必要な表現能力について学ぶ。
具体的にはデザインの歴史、工程、IT 活用技術、色材を用いた表現技術、工
学的視点による設計手法を学び、それらを用いた発表技術について学ぶ。

製品製造技術
製品の加工・製造方法について学ぶ。具体的には
材料に応じた加工方法および仕上げ・塗装方法の
選定について学ぶ。また、CAD を使用したデザ
インモデルを中心に使用する材料・加工方法・仕
上げ方法を考慮した造形提案について学ぶ。

製品製造技術（外部コラボ）
グループの一員として、自分の位置づけや役割を
理解した行動ができるとともに、コミュニケー
ション能力を養う。課題を通して社会とのかかわ
りについて学ぶ。また、合理的な製造計画（工程
管理方法）・流通、原価計算について学ぶ。

分野別選択技術（グラフィック）
ポスター、チラシ、雑誌等のデザイン・制作を行
うとともに、製本や印刷の流れを学ぶ。具体的に
は Illustrator や Photoshop、InDesign などを
使用し、紙面を作成する方法などを学ぶ。

分野別選択技術（プロダクト）
工業製品のデザインについて学ぶ。具体的には、
３D-CAD の Rhinoceros を用いた図面作成や工
業用粘土を使ったクレイモデルの製作、FRPによ
るハードモデルの製作、木製ベンチの制作、マー
カーや CAD による完成イメージ図の作成、材料
知識、加工技術などを学ぶ。

分野別選択技術（スペース）
店舗設計のデザインと舞台美術やイベントブース
の施工技術などを学ぶ。製品を魅力的にディスプ
レイするための照明計画および什器類の提案から
製品提案を行う方法などを学ぶ。

総合設計・製作技術
デザインエンジニア
としての基礎能力を
習得する。
調査から、設計、製
作までの一連の流れ
を理解できる。

外部コラボ選択課題 卒業制作･研究
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カリキュラム概要

企業人として必要な教
科を学ぶ。
（選択教科）

1年

1Q 3Q2Q 4Q 1Q 3Q2Q 4Q

2年

社会人
基礎力
一般教育

学習過程
（ものづくり）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

運動の継続により、健康維持を図るとと
もに体力増強を目指す。

マナー･常識の理解･実践、チーム力の理
解、自己表現や文章表現力の向上、職業
意識の向上を目指す。

職業人としての基礎を完
成させ、自ら行動出来る
技術者の育成を行う。

英語力の向上を目指す。

学習の準備　 仕上げ（製作・研究）要素技術の修得 技術の連結

専門科目

情報周辺知識
情報数学、生産工学、人間工学等の情報技術関連知識を学習する。

情報基礎技術
コンピュータのハードウェア構成、ソフトウェ
アの分類、データの表現方法、セキュリティと
標準化等の基礎技術を習得する。

電子回路・組込み制御　
電子回路、アセンブリ命令、組込み Linux 技術
を習得する。

システム開発実践技術
学生が自らテーマを選
定して研究を行う。要
求分析、設計、開発、
検査、運用、保守まで
の一連の流れを、実際
にシステムを開発して
理解するとともに、研
究内容の発表を行う。
これまで学んだ知識、
技能を活かしながら、
システム開発手法に関
する実践的技術力を習
得する。

ネットワーク通信プログラムスタンドアロンプログラム 卒業研究

通信ネットワーク構築技術
　T C P / I P 、 L A N 、
WAN、OSI 参照モデ
ル等のネットワーク基
礎理論を学習する。

UNIX の コ マ ン ド、
ファイルシステム、vi 
エディタ、シェルスク
リプト等を理解し、
UNIX システムの操作
方法を学習する。

OS のインストール、
ユーザ管理、セキュア
なサーバ・ネットワー
ク管理等のサーバ構築
技術を習得する。

システム設計技術
　関係データベース、
データの正規化、ＳＱ
Ｌ等の基礎技術を習得
する。

プロジェクトマネジメ
ントの理論と実践を学
習する。(PBL)

要求分析から基本設
計、詳細設計までをグ
ループ活動を通して学
習する。（PBL）

ソフトウェア設計技術
基本文法、プログラミ
ング基礎技術を習得す
る。（C言語,Java言語） 選択

Windows アプリケーション開発
技術を習得する。（C++言語）

Web アプリケーション開発技術
を習得する。（Ｊａｖａ言語）

文法、アルゴリズム、データ構造、画像処理、オブジェクト指向プログラミン
グ技法、テスト技法
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Eclipse 3.6.2 (Helios) Android 4.3 SDK 
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産業技術短期大学校

産業技術短期大学校人材育成支援センター
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